
NO 実施公民館 事業名 事業目的 期間・回数 学習内容 主な講師等

１ 柳沢

【共催事業】
イスに座って！　やぎさわ
ディスコ

※やぎさわディスコ実行委
員会との共催

障がいのある人もない人も一
緒に楽しめる継続的な地域の
居場所として、やぎさわディ
スコ実行委員会と共催で実施
する。

７月18日（日）
９月20日（月・祝）
12月19日（日）
令和４年２月20日
（日）
全４回

イスに座って、音楽を楽
しみ体を動かすディスコ
の開催。

―

２ 芝久保
サロンコンサート
レッツ・カーニバル！

・公民館を利用したことが無
い人に、気軽に事業に参加す
る機会を提供する。
・旧市民会館のコンサート用
のグランドピアノが芝久保公
民館に設置されたことを周知
することにより、音楽活動を
している市内の団体を誘致
し、芝久保公民館の有効活用
を図る。

７月24日
土曜日

カーニバル・まつりに因
んだ曲をテーマにピア
ノ・バイオリン・チェロ
の生演奏を楽しむ。

Trio向日葵（トリオヒ
マワリ）

３ 芝久保

【共催事業】
親子おたのしみ企画
ドキ土器考古学
縄文時代にタイムスリップ

社会教育課との共催事業とし
て、学びや体験を通して、親
子で同じテーマを共有する機
会を提供する。

８月８日（日・祝）
８月９日（月・振
休）
全２回

縄文人の暮らしや知恵を
学び、下野谷遺跡から出
土した縄文土器の観察や
縄の文様を施す体験を通
して、縄文人の文化を親
子で体感する。

亀田直美（社会教育課
文化財係学芸員）
渡邉明徳（西東京市郷
土資料室文化財指導
員）
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４ 谷戸
インクルーシブな社会をめ
ざす講座・親子講座
みんなで楽しくアート！

日々の暮らしのなかでかかわ
ることのない人と出会い、交
流する機会を提供する。

７月３日
土曜日

身近な素材でステンドグ
ラスを創作し飾り付け、
みんなで鑑賞し合う。

山田修平（立正大学社
会福祉学部子ども教育
福祉学科講師）
協力：ＮＰＯ法人ハン
ディキャップサポート
ウーノの会

５ 谷戸 農業を知る講座

・西東京市民に身近な「農
地」で講座を実施する。農作
業を通して仲間と協力しなが
ら活動する喜びを味わう。
・西東京市の課題を身近なも
のと捉え、自分たちにできる
ことを考えるきっかけを作
る。

７月27日から
12月28日
２月中旬
火曜日
全24回

夏から冬にかけての農作
業と収穫を体験。地元野
菜に触れ、都市農業が私
たちの暮らしに与える影
響を学ぶ。西東京市の農
業の現状や取り組みを学
ぶ。

保谷隆司（市内農業経
営者）
小野紀之（環境カウン
セラー、一般社団法人
地域パートナーシップ
支援センター理事長）
産業振興課職員

６ 谷戸
親子で楽しむ講座
谷戸セミナール
“セミの羽化観察会”ーⅣ

平成29年度から始まったセミ
の羽化観察会は、例年多くの
申し込みがある親子対象事業
である。普段、公民館の利用
が少ない若い親世代に公民館
事業に参加するきっかけを作
る。

7月30日
金曜日
※予備日：翌日

セミに関する知識を習得
し西東京いこいの森にて
セミの幼虫から成虫にな
る一連の過程を全員で観
察する。

大森拓郎（日本自然保
護協会自然観察指導
員、西東京市新町在
住）

7 ひばりが丘
親子で楽しむ講座
星空を楽しむプラネタリウ
ムシアター

公民館の利用が少ない若い親
世代にも参加しやすい内容で
事業を実施する。遠くに出か
けたり、特別な施設でなくて
も身近で楽しめることを知っ
てもらい、公民館に足を運ん
でもらえるように促す。

７月31日
土曜日
①10時から
②11時20分から

スクリーンに星空を投影
し、ピアノの生演奏と共
に、宇宙の不思議、星の
不思議、地球の不思議に
ついて、語りによって広
大な宇宙に生きている不
思議を学ぶ。

野田祥代（理学博士、
元国立天文台勤務、あ
いプラネット代表、市
内在住）
渡辺好美（作編曲家、
ピアノ講師、市内在
住、サークル「やとっ
こ天文あそび」会員）



８ 保谷駅前
あつまれ！みんなのけいお
ん講座

音楽練習室がある保谷駅前公
民館の特性を生かし、公民館
の利用が少ない青少年層に向
けてギターやキーボード、ド
ラムの演奏を学ぶ講座を今年
度も企画した。本講座を通
し、これまで公民館にあまり
関心のなかった若者が公民館
に親しみを覚え、公民館が居
場所の一つとなることを目指
す。

７月18日から
令和４年３月20日
日曜日
全９回
※基本として、毎月
第３日曜日（10月の
み第５日曜日）

月に１回日曜日の午後、
保谷駅前公民館の部屋を
開放し、若者世代が自由
に集まり、音楽活動を楽
しむ講座として実施す
る。集会室およびドラム
セットのある第４学習室
などを使って、ギター、
キーボード、ドラムなど
の演奏を学ぶ。

太田光宏（音楽制作集
団HEART　NOTE
PROJECT代表）
渡邉篤子（生涯学習音
楽指導員）
山本雄一（ドラム講
師）


